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福岡志恩病院広報誌 

～ご挨拶～ 

福岡志恩病院 看護部 手術室師長 川上
かわかみ

 幸子
さ ち こ

 
 

開院して早いもので８度目の春を迎えました。 

当院の手術部門は、大小２つの手術室と、医療器具や材料(ガーゼなど)を洗浄･滅菌

を行う部屋で構成されており、現在７名の看護師と１名の看護助手が働いておりま

す。昨年は約７００例の手術が行われました。 

入院期間の中で、実際に関わる時間はすごく短いのですが、各部署と情報共有し、連携をとることで

皆様の治療チームの一員として頑張っております。 

以前は手術室への入室も退室もストレッチャーで行っておりましたが、今年から歩行入室、ベッド退

室を始めました。これは、より安全･安楽を考え取り入れた方法で、過去に手

術歴のある患者さまからのお話も参考にさせて頂きました。 

手術前日に術前訪問を行い、入室から退室までの一連の流れの説明と、より

安全に手術ができるよう既往症やアレルギーの再確認などをしております。 

不安や疑問点など、またご要望などございましたら、遠慮なくご相談下さ

い。今後ともどうぞよろしくお願いします。 
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♥ 播磨
は り ま

 真純
ま す み

 ♥(看護部 病棟看護師) 
今年の２月よりパートで病棟勤務させていただいております播磨です。 

整形外科の病棟での仕事は初めてですが、いつも笑顔で一生懸命頑張っていきたいと

思っておりますので、どうぞ宜しくお願いいたします。 

♥ 安陪
あ べ

 奈穂
な ほ

 ♥(看護部 病棟看護師) 
今年の１月から病棟で勤務させて頂いております安陪です。 

以前は全く違う領域の看護に携わってまいりましたが、整形外科の知識と技術を学び

たいと思い、入職させて頂くこととなりました。 

まだまだ微力ですが、スタッフの先輩方のご指導の下、頑張っていきたいと思います

ので、どうぞ宜しくお願い致します。 

♥ 松隈
まつぐま

 由美子
ゆ み こ

 ♥(看護部 病棟看護師) 
今年の３月から病棟看護師としてお世話になっています。 

パート勤務なので患者さまと接する時間は短いですが、精一杯頑張りたいと思います

ので、どうぞ宜しくお願い致します。 

♥ 堀
ほり

 千尋
ち ひ ろ

 ♥(看護部 病棟看護師) 
今年の３月末から入職となりました堀です。 

以前は眼科、総合病院、福祉施設等で勤務しており、整形外科は初めてになります

が、先輩方のご指導の下日々学習し、頑張っていきたいと思います。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

♥ 岩永
いわなが

 ちひろ ♥(看護部 病棟看護助手) 
昨年１１月より病棟の看護助手として勤務させて頂いております岩永です。 

入職して半年になりますが、慌しくあっという間に日々が過ぎました。 

まだまだ覚えることも沢山ありますが、常に笑顔と思いやりを忘れず、患者さまの立

場になり、心地良い入院生活を送っていただく手助けに努めてまいりますので、どう

ぞ宜しくお願い致します。 

2017年秋以降に新たに入職したスタッフを紹介します。 

今後ともどうぞよろしくお願いします。 
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♥ 和田
わ だ

 望実
の ぞ み

 ♥(事務管理部 医事課) 
はじめまして。医事課の和田と申します。入職して２ヶ月が過ぎました。 

時間が過ぎるのは早いものだと日中の日差しに夏の訪れを感じながらも思う次第です。 

明るく頼れるドクターやスタッフの方々と一緒に働けることを嬉しく感じています。

そして私も志恩病院を支える一員として日々成長をしていきたいと思っています。 

受付にて皆様を笑顔でお迎えします。どうぞよろしくお願いします。 

♥ 古賀
こ が

 佳代子
か よ こ

 ♥(リハビリテーション部 作業療法士) 
今年の２月からリハビリテーション部で勤務させて頂いております、古賀です。 

以前は、脳外科･神経内科を主に携わってきました。約２年間の育児に専念した後、

この度当院に入職いたしました。 

患者様が安心できるリハビリを提供できるよう、努力していきたいと思います。どう

ぞよろしくお願い致します。  

♥ 種浦
たねうら

 友美
と も み

 ♥(リハビリテーション部 理学療法士) 
今年の２月よりリハビリテーション部で勤務させて頂いております、理学療法士の

種浦です。 

以前も整形外科病院に携わっていましたが、５～６年前、実習でお世話になった当

院で働けることになり嬉しく思っています。 

質の高い地域に根差した医療をみなさんで築きあげていけるよう、頑張ろうと思い

ます。今後ともどうぞよろしくお願い致します。  

♥ 高田
た か だ

 幸枝
ゆ き え

 ♥(リハビリテーション部 受付) 
リハビリ受付の高田です。 

出身は、山口県ですが主人の勤務に伴い、熊本･徳島･大分と移り住み、昨年永住地

をもとめ福岡にやってまいりました。 

そして、ご縁あり１０月よりこちらの病院で勤務させていただいております。 

まだ不慣れなこともありますが、いつも笑顔で頑張っていきたいと思っておりま

す。どうぞよろしくお願い致します。  

♥ 谷口
たにぐち

 理絵
り え

 ♥(リハビリテーション部 受付) 
昨年１１月よりリハビリテーション部･受付として勤務しております、谷口理絵と申

します。 

これまで受付業務等全く経験がなく無知な私ですが、日々学びながら成長したいと

思っています。どうぞよろしくお願い致します。  
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福岡志恩病院 薬剤部 瀬尾
せ お

 玲奈
れ な

 

いつ、どこで、どんな薬を処方してもらったかを記録しておく「お薬手帳」。 

お薬手帳があれば、どこへ行っても過去に使用した薬や現在使っている薬について

伝えることができ、自分で確認することもできます。 

お薬手帳を上手に活用し、治療に積極的に参加しましょう。 

医療機関などに行く時は必ず持っていきましょう 

外出の際は携帯し、いつも同じ場所に保管しておきましょう 

一般用医薬品･サプリメントも記録しましょう 

一冊にまとめて管理しましょう 

《 お薬手帳の内容 》 

(次ページへ続く) 

処方された薬の情報を記録します。 

服用している期間も重要な情報です。 

たとえ薬の内容が変わらなくても、毎回記録を残しましょう。 

また、一般用医薬品･サプリメントを服用している方は記入し

ておきましょう。 

飲み合わせのチェックがスムーズに行えます。 

体調の変化や気になる事、相談したい事なども書きとめておく

と良いですね。 
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◆ 美食倶楽部 ◆ 

３月２４日(土)、湯布院の「菊すけ」に行きました。 

ピリリと山椒がきいた「赤」やカシューナッツが入った「白」、チーズ入り、温玉入りなど、おも

いおもいのカレーうどんを堪能しました。どれも美味♡  

帰りにはおしゃれなカフェ「由布院空

想の森 artegio」にも立ち寄り、至福

の一日を過ごしました。 
(記事：林 幸恵) 

(前ページ「お薬手帳 上手に使えていますか？」の続き) 

福岡志恩病院ではクラブ活動を通じ、楽しくワイワイ職員同士の交流を

深めています。 

現在、「ゴルフ部」「ランニング部」「テニス部」「美食倶楽部」「登

山部」「野外活動部」の６つが活動しております。 

今後も仲良く楽しく活動する姿を報告していく予定です。お楽しみに!!! 

意外と記入していない方が

多いのがこのページ。 

アレルギー･副作用歴、病

歴などは薬を選択する上で

重要な情報となります。 

緊急時など、本人から情報

を聞けない場合にも役立ち

ますので、必ず記載してお

きましょう。 
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◆ お知らせ ◆ 

福岡志恩病院広報誌「しおん」編集委員、外来の髙木です。 

過ごしやすい季節になりましたが気温差が激しい時もあり体調など崩されてい

ませんか？ 

さて、当院は開院して７年になります。 

受診される患者さまより「ここに来るだけで良くなった気がする」とお話しし

て下さる方も多く、私たちも心和ませています。 

外来では現在７名のスタッフで和気あいあい･お互い思いやりを忘れず楽しく

働いています。 

何か聞きたいこと･分からないことがあればお気軽に声をかけて下さい。 

患者さまに寄り添える看護に努めて行きますのでよろしくお願い致します。 
(看護部 外来看護師 髙木美紀) 

平成３０年４月１日より診療報酬が改定され、これに伴い保険診療にか

かる費用の窓口負担額が一部変更となっております。 

変更の内容につきましては、診療報酬明細書でご確認下さい。 

ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

◆ ランニング部 ◆ 

今年も３月２５日に行われました福岡小郡ハーフマラソン大会に出場しました。 

天候にも恵まれ、暖かい春の日差しの中、１０キロでは１時間程、ハーフでは

２時間程でそれぞれ完走。心地良い汗をかく事ができました。 

次の日はやはり筋肉痛に悩まされるのでした…。 
(記事：平井 康孝) 


